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産樗期の尿道の変化と尿石発生の原因，について述 Leukamieと診断された。 20日後に厳格な管理の
べ，さら K尿石溶解剤の新薬，ワグナー社製 Rowa・ 下氏 Ausraumungを施行した。内科的治療に依つ 
tineの卓効のあった乙と，などについて報告する。 て一時 Remissionの状態を得たが 12月中旬死亡
した。白血病と妊娠との合併は稀であるが就中，急
47.子宮陸部に発生せる閤腫と思われる 1症例 性白血病との合併は特に稀である。また本症例はへ
東京厚生年金病院荒木晃，池田草二 モグラムよりむしろ先K Smearの所見で Leukι 
( 1 ) 患者41才 1経産，昭和 35年より，約半年 mieの疑を持ちえたので乙こに報告する。 
間外来にて子宮陸部ピランの治療を受けた。昭和 36
年2月，突然子宮陸部に三日月型!"C，鋭い刃物でえ 49.ー卵性双胎の第 2児無脳児の剖検例
くやられたような潰蕩を認めた。悪性を思わせるため 解剖学大谷克己
診断不明のまま，至急入院手術を受けた。術後病理 王真麗
検査部より Leiomyosarkom?の返事を受け， X線 未産婦で妊娠 34週，自然早期分続を終ったー卵
後照射2回，現在K至るも全く健康にて， 3ヶ月K 性双胎の第2児が無脳児で 10時間後死亡，正常児 
1度の外来受診を受けている。 も生後2日で死亡，両胎とも大谷助教授民解剖を受 
(2) 組織像，腫蕩細胞は不正紡錐形，細胞束を けたその剖検例。患者は 24才特記すべき家族歴，
形成し，縦横に交錯し，核の異型度は高度分裂像は 既往歴無し，夫婦共健全， 27/XII '61"，3日聞を最終
所々に見られる。正常子宮筋部および腫療部との境 月経として妊娠， 28/VII '62下腹部痛あって当科来
には，淋巴球の高度浸潤が見られる。 診「妊娠9ヶ月双胎の疑」の診断を受け午後自然分 
(3 ) 結論子宮陸部に発生せる肉腫は極めて稀 焼を終えた。胎盤 690g， 1個で麟帯二つ共，側縁
なもので，体部肉腫の約5分の 1と云われる。 附着， 血管吻合明らかで， 血液型両胎共に B型，
吾が国民於て，過去 20年間，子宮陸部民発生せる MN，q，表現型，指紋は固定後のため同型か否か判
若手女子氏見られる，ブドウ状肉腫の報告は 2，3見 明しないが，一卵性双胎である事は確証された。
られるが，.Leiomyosarkomの報告は未だ無い。 無脳児 正常
注滝沢先生K，ヘマトキシリン・エオジジ標本 身長 35.3cm 40cm 
および銀染色を見ていたTごし1た所， 1"筋腫にしては 体重 852 g 1362 g 
異型および核の分裂が著明で悪性を思わせるが， 頭囲 17.7 cm 27.7 cm 
Leiomyosarkomと診断するにはさらに，マロリー 骨頭囲 15.5 cm (頭蓋冠欠)26.8 cm 
染色およびワンギーソン染色の必要がある」との返 脳背腹とも膜様構造物応変り，背側は少くとも
事をいただき，急いで両染色に取りかかっておりま 延髄は少計，腹側は橋，中脳あた!り迄存在しそうに
す。 見えるが，大脳半球，間脳，小脳は全く形成きれな 
、。L
48. Smearにて疑を持った Leukamieの 1例 脊髄長さは殆んど変りない。頚は可成り細いが
戸沢澄，稲葉博満 膨大部は形成される。
私は最近，非常K稀であるといわれている急性骨 内分泌系 脳下垂体は欠如，甲状腺，拝臓，卵巣
髄性白血病lζ妊娠を合併した症例に遭遇したので報 は殆んど正常児と同じ，副腎は 1/5 6の重量であ"， 
告する。患者は 28才 1回経産で，最終月経は 36年 った。 
6月 28日から 1週間， 8月中旬に軽い悪阻を自覚， 脳下垂体は全く無くとも他の分泌系は発育する 
9月 15日から血性帯下が続いたため，同月 22自に が，副腎はその影響を受けるようである。
当科を訪れた。既応歴として同年4月頃より地方内 患者は分競後無月経で少量血性分泌継続のため
科医で Lymphoadenitis colli として治療を受け 15/IX試験掻はを行い， 20/XI内診所見で妊娠2ケ
ており，また，時々 Gihgivalbl u tungもあった様 月である事を内診で確診，現在妊娠経過観察中であ
子である。外来診断は妊娠4ヶ月+出血ということ る。
で入院， Erosionと Blutungのある ζ とから 
Smear Testを施行。多数の異型細胞を認めた。内
手ヰ的lζはヘモグラムによって Paramyeloblasten 
